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背景/課題

Why IOWN

大容量・低遅延のIOWN APNで

過疎地や外出困難者の受診機会の確保

医療・介護業界の働き⽅改⾰のニーズ

触診などのセンシング情報も伝送可能

⾼解像度の画像・映像データを送受信

低遅延でリアルタイムの診療を実施

構成イメージ

IOWNでは、地理的な制約を超えた医療サービスの提供が可能です。また、健康状態のモニタリングによる予防医療や、
パーソナルデータを活⽤した個々に最適な医療提供への発展が期待できます

規制緩和による障壁の低下
大病院

APN

診察の遠隔化

医療機器のクラウド化

診療所

APN

デイケア

ユースケース︓遠隔医療（医療機器メーカー・⾃治体向け）




